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Ⅰ．緒言 

 

1．研究背景 

 中国においては、長い歴史の中で、通常家族が高齢者介護の主要な提供主体となってお

り、その責任を担っている。しかし、急速な産業化、都市化、核家族化により、高齢者の

介護を家族中心で行っていくことが困難となっている。そのため、中国では、介護問題を

社会的に解決するための模索が行われている。介護問題を社会的に解決するには、介護サ

ービスの供給体制を拡充するとともに、高齢者とその家族が介護サービスを受け入れ、利

用していくという希望をもつことが必要となる。 

2.研究目的 

本研究の目的は、中国の都市部における要介護高齢者とその子ども介護者の両方を対

象とし、研究 1では、高齢者とその子ども介護者それぞれの介護サービスの利用希望に

関連する要因を、介護意識と介護サービス利用に対する態度という心理的要因に着目し

て明らかにすることにある。研究 2では、高齢者とその子ども介護者の介護サービスの

利用希望の一致度とその関連要因の解明を量的・質的調査を用いて明らかにする。 

本研究では、「高齢者の介護サービスの利用希望」という記述は高齢者本人の介護サ

ービスの利用希望を指す。「子ども介護者の介護サービスの利用希望」という記述は子

ども介護者が高齢者に利用させる介護サービスの希望を指し、子ども介護者本人の介護

サービスの利用希望ではない。 

 

Ⅱ．高齢者とその子ども介護者における介護サービスの利用希望に関連する要因：介護

意識と介護サービス利用に対する態度という心理社会的要因に着目して（研究 1） 

 

本研究は中国山東省済南市 Z 区に在住の子どもによる介護を受けている 60 歳以上の

高齢者とその主要な子ども介護者を調査対象者とした。分析モデルとして、①高齢者、

子ども介護者、それぞれの介護意識と介護サービス利用に対する態度が、自分の介護サ

ービスの利用希望に与える影響、②高齢者と子どもそれぞれが相手（高齢者の場合には

子ども、子どもの場合には高齢者）の意識や態度をどのように理解しているかが、自分

の介護サービスの利用希望に与える影響、③高齢者と子どもそれぞれから直接得た介護

意識と介護サービス態度が、相手である子どもや高齢者のサービス利用希望に与える影

響を明らかにする。高齢者、子ども介護者、いずれの介護サービス利用希望を分析する

際に、「家族介護（参照カテゴリ）」「在宅サービスの 2カテゴリを従属変数に、高齢者、

子ども介護者それぞれの「意識要因」「基本属性」「健康要因」「家族要因」を独立変数

にし、二項ロジスティック回帰で分析した。その結果、高齢者とその子ども介護者では

共通して、家族介護や介護サービスに対する態度といった本人の意識要因が在宅サービ

スの利用希望に有意に関連していた。しかし、相手の意識要因の影響については、高齢

者の場合、相手である子どもの意識要因の影響はほとんど有意でなく、その子ども介護

者の場合にのみ、相手である高齢者の意識要因が有意な影響をもっていた。すなわち、
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介護サービスの利用については高齢者が主体的に判断していることが示唆される。他方、

介護サービスの利用希望に両者で共通する要因は「介護の社会化意識」のみであった。そ

のため、在宅サービスの利用には、高齢者本人だけでなく、子ども世代も在宅サービスを

受け入れることが必要となる。これなくしては、介護を巡る世代間の軋轢が生じかねない。

介護サービスに対する態度について、高齢者の場合、「制度的抵抗感」が弱い人で「在宅

サービス」の利用希望が有意に強かったものの、子ども介護者の場合には、「対人的抵抗

感」の弱い人で「在宅サービス」の利用希望が有意に強かった。すなわち、子ども介護者

では高齢者の意向や周囲の目が在宅サービス利用希望に影響しているものの、高齢者の場

合には子どもとは異なり、サービスそのものの効果についての認知が在宅サービスの利用

希望に影響していることが示唆された。興味深かったのは、高齢者の在宅サービスの利用

希望については、「サービス享受抵抗感」が強い子ども介護者を持つ高齢者は、仮説とは

逆に在宅サービスの利用希望が強いという結果が得られたことである。この結果に関して

は、高齢者が在宅サービスを利用しようとする場合、その子どもは在宅サービスの利用が

親にとって良いか否かを真剣に考えるようになり、サービス享受抵抗感を抱く人も出てく

るのではないかと考えられる。加えて、これまで、介護者を対象に介護負担感が介護サー

ビスの利用や利用希望に影響することは明らかにされてきたものの、介護を受ける高齢者

の側の被介護負担感の影響についてはほとんど検討がなされてない。本研究では、高齢者

が子ども介護者に対して「被介護負担感」を強く抱いている場合には、在宅サービスの利

用希望が有意に強かった結果を得た。在宅サービス利用を促すという点から、高齢者自身

が子ども介護者の介護負担の重さを理解し、負担感を共有することが重要であることが示

唆された。 

  

Ⅲ．高齢者と子ども介護者の介護サービスの利用希望の一致度に関する研究（研究 2） 

 

1. 目的 

 高齢者の介護サービスの利用希望については、家族の意見の影響が大きいとの報告がな

されているものの、研究 1では、在宅サービスの利用希望については、高齢者の方が子ど

も介護者と比較して、自らの価値観を優先させていることが明らかにされた。いずれにし

ても、高齢者とその家族は双方とも介護サービス利用を巡って異なる価値観や態度を有し

ていることから、介護サービスの利用を促進するには、高齢者とその子ども介護者の間で、

介護サービスの利用希望について何らかの一致を見出すことの重要性が示唆されている。

しかしながら、高齢者とその子ども介護者両者を同時に対象として、介護サービス利用希

望の一致度に関連する要因を分析した研究はない。本研究では高齢者とその子ども介護者

を対象にした量的・質的調査を行い、両者の介護サービスの利用希望の一致度とその関連

要因を解明する。 

2. 量的研究 

本研究は世代間連帯モデル（Intergenerational solidarity model）を用いて、その構

成要素である交流的連帯、情緒的連帯あるいは合意的連帯と、高齢者とその子ども介護者
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の介護サービスの利用希望の一致度との関連を解明する。調査対象は研究１と同じデー

タを使った。高齢者、子ども介護者のいずれに対しても、介護サービスの利用希望がそ

れぞれ一致して選択した場合は「一致」とし、それ以外の場合は「不一致」とした。分

析は、齢者と子どもの交流的連帯、情緒的連帯、合意的連帯の各指標と年齢、性別（参

照カテゴリ＝男）を独立変数とし、介護サービスの利用希望の「一致」「不一致」とい

う二値データを従属変数とし、二項ロジスティク回帰分析を用いて行った。参照カテゴ

リは「不一致」である。分析の結果、高齢者とその子ども介護者とは、介護サービス利

用希望の一致度が低いことが明らかにされた。 

世代間連帯モデルを用いて一致度の関連要因を検討した結果、交流的連帯について、

高齢者では、コミュニケーションの頻度が高いと、高齢者とその子ども介護者の間に意

思疎通や合意の機会が多くなるため、介護サービス利用希望について一致に至る可能性

が高いことが示唆された。情緒的連帯については、子ども介護者側では高齢者との親密

度が高いほど、介護サービス利用希望の一致度が有意に高かった。それに対して、高齢

者側では、子ども介護者との親密度が高いほど、逆に介護サービス利用希望の一致度が

低かった。高齢者の場合、子ども介護者と間で親密感情が強いと、以心伝心を期待する

ことになり、そのことが逆に介護問題について意図的に意思疎通することの障がいにな

っている可能性があり、そのことが一致度に有意な影響がなかった理由と思われる。合

意的連帯について、子ども介護者の介護の社会化意識を高齢者が正しく理解している場

合、高齢者の対人抵抗感を子ども介護者が正しく理解している場合のみ一致度に有意な

関連が観察された。すなわち、高齢者とその子ども介護者の間で介護サービスや介護に

対する意識や態度を共通にもったとしても、そのことが両者の介護サービス利用希望の

一致度を向上させるわけではないことが示唆された。 

3. 質的研究 

 研究 2の量的研究では、世代間連帯モデルを用いて高齢者とその子ども介護者の介護サ

ービス利用希望の一致度の関連要因を分析した。しかし、高齢者とその子ども介護者が介

護サービスの利用希望が一致している場合、どのように一致に至ったのか、その理由が不

明である。加えて、意思疎通に着目した交流的連帯については、両者の介護サービスの利

用希望の一致度に貢献するかについてはそれを十分に支持する結果ではなかった。そのた

め、本研究では、高齢者とその子ども介護者の間で介護サービスの利用希望が一致してい

る事例を対象に、一致する背景を質的調査に基づき解明する。研究 2の量的調査の結果か

ら、「家族介護」「家族介護と在宅サービス両方」「在宅サービスのみ」の利用希望が一致

している高齢者とその子ども介護者のペアを対象とした。インタビューは半構造化面接で

行い、インタビューガイドは、家族介護（あるいは在宅サービス）を利用したい理由、介

護サービスの利用希望についての意思疎通の有無で構成した。主題分析（Thematic 

analysis）を分析方法として用い、その 2つのテーマについて、両者の考えの共通点を見

出し、介護サービス利用希望の一致に至る理由を分析した。その結果、「家族介護」の利

用希望が一致する場合、「孝道」「家族でのコミュニケーション重視」「輪番制が可能」、「在

宅サービス」の利用希望が一致する場合、「家族介護の限界の認識」が主な理由であった。
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いずれの場合も、高齢者と子ども介護者とで、介護問題について意思疎通を意識的に図っ

た事例はほとんどなかった。量的な分析の結果では、高齢者とその子ども介護者とはよく

コミュニケーションしている場合、一致度が高いことが明らかにされたものの、質的研究

では、高齢者とその子ども介護者では、介護サービスの利用に一致に至るための交流や意

思疎通はほとんど行われていないことが明らかにされた。その背景には、中国の文化的基

盤により伝統的な規範を暗黙のルールとして遵守することが影響している可能性がある。 

 

Ⅷ．総合的考察 

 

1. 中国における介護サービス利用の推進への示唆 

中国では高齢者の多くは北京や上海という介護サービスの提供体制が急速に整備され

ている地域より、本研究の対象とした Z区のような介護サービスの供給体制の整備が遅れ

ている地域で暮らしている。その地域の特徴は、多くの高齢者や子どもは依然として家族

介護を継続する希望が強いこと、さらに介護サービスの中では在宅介護サービス利用の希

望が強く、施設介護については否定的な意見が多かった点である。中国の伝統からすれば、

「孝道」の力は強く、子どもが親を扶養するのは絶対的な義務である。多くの子どもの援

助者が自身による介護の限界に至るまで、介護サービスの利用を選択しないこと、またそ

れを高齢者も望んでいることが示唆されている。したがって、家族介護の希望が根強い中

国では、介護サービスの利用推進には、まず家族介護という基盤を否定するのではなく、

家族介護者の負担を軽減させる在宅サービスの導入を積極的に図ることが必要と思われ

る。「Aging in Place」という理念、すなわち、高齢者が住み慣れた地域では、在宅介護

サービスを利用しながら在宅生活を継続するという理念を普及させること、小規模の施設

を拠点に家族介護、在宅サービス、医療サービスが一体となって提供できるような態勢整

備が必要であるが必要である。 

2．本研究の限界と今後の課題 

第 1 に、本研究では、高齢者の介護サービスの利用希望が明らかにされたが、それが現

実の利用につながるか否かは不明である。追跡調査などを実施し、利用希望が現実の利用

に結びつくか、また結びつかない場合にはその要因は何かについて分析する必要がある。

第 2には、研究対象である高齢者については、調査可能という条件で設定したため、介護

されているとはいえ、介護レベルは低い人に限定されている。そのため、介護サービスの

利用希望については、高齢者とその子ども介護者を含め、高齢者がまだ介護レベルが低い

状態の場合の利用希望にすぎない。今後、対象者を探すことには制約があるものの、介護

レベルが重い高齢者を対象とした研究を行うことが必要である。
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